
患者さんを希望に輝く笑顔にする医師 

《笑い療法医》大募集 
笑い療法医は、心からの感動と、心からの笑いで、 

自己治癒力を高めることをサポートする医師。 

安心・安全の環境での一言一言が患者さんから生きる意欲を引き出

し、その人らしい生き方を取り戻し、自己治癒力が高まり、ふつふつと力

が湧いてくる。笑い療法医はそんな患者さんを創る存在です。 

 

■「笑い療法医」 新設の趣旨 
一般社団法人癒しの環境研究会では、医療・福祉分野での環境改善を 30 年、笑い療法士の育成を

20 年続け、認定した笑い療法士は 1,000 人を超えました。最近では、医療現場で「笑い」が免疫力

を高めることもよく知られるようになっています。 

  そして今、すでに笑い療法士資格を持つ医師の皆さんに、新たなメソッドを学んでいただき、

厳正な審査に合格した方を、一社）癒しの環境研究会が「笑い療法医」と認定いたします。笑い療

法医の研修メソッドは、ほほえみの太陽 7 か条として青森県や兵庫県で結果を 20 年間実践し効果が

実証されたものを基礎とし医師向けに改定したものです。 

 医師で、ロングセラー「死にかたのコツ」作者の高柳和江が、その経験と実証されたノウハウ

で、治療に加えて患者の免疫力を高めるメソッドを伝授します。患者さんと、あなた自身のため

に、ぜひ一緒に、医療現場に笑い療法を浸透させていきましょう。                   

                           癒しの環境研究会理事長  高柳和江 

■笑いの効果 

 １）青森県で「ほほえみ 7 か条」を教える 

「ほほえみプロデュース」活動にて５万人以上の 

県民に笑いの講習を実施、 

自殺者がワースト 2 位から 13 位に 

減少しました 

 ２）兵庫県での自殺防止対策として行なった講習で 

緊張・うつ・疲労・混乱が減少し、活気が出ました 
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■ 「笑い療法医」になって、医療で患者さんを笑顔にできれば、 

１．利他的で思いやりのある人間だと自分を見なせる 

２．自分で自分の人生をコントロールしている感覚が産まれる。 

３．自分が思いやりがあり、人の役に立てる価値ある人間だとの自尊心を持てる。 

４．自尊心が高い医師は、より共感力があり、他者をより信用し、協力的で、結果として、 

患者からも信用・協力される。 

 

■笑い療法医」になるには 
 

●まず、笑い療法士になる ： 第 20 期笑い療法士認定講習を受講してください 

→詳しくはＨＰ（URL:http://www.jshe.gr.jp） 

お急ぎください！！ 締め切りは 5 月 10 日です。 

 
応募資格：年齢・職業に制限はありません 

１）申請書を提出：申請書類をホームページからダウンロードして作成し事務局へメール送付（申請書・論文） 

(受付期間： 2025 年 3 月 1 日～5月 10 日 ※書類審査料 2,000 円） ※郵送も可 

２) 書類審査：笑い療法士認定評価委員会にて書類審査を行い、合否結果をメールで通知します。 

３）認定講習：書類審査に合格した方は下記の講習を受講していただきます。講習費 25,000 円 

①オンライン講習 

日時：2025 年 6 月 28 日（土）、29 日（日）／方式：zoom によるオンライン 

※応募者が多い場合、7月 12（土）・13 日（日）にしていただく場合があります。 

②論文の提出：講習を踏まえフォローアップ論文を提出いただき、認定員会にて認定の可否を審査します。 

③対面講習（スクーリング） 

日時：2025 年 8 月 31 日（日）/会場：日本医科大学（東京都文京区） 

５）認定発表会：第 20 回笑い療法士認定発表会にて認定発表、認定証の授与を行います。 

日時：2025 年 10 月 13 日（祝月）／Zoom によるオンライン／認定料 10,000 円 

 

●次に、「笑い療法医コース」を受講する ： 詳しくは、笑い療法士認定後にご案内します 
笑い療法士 3級の資格を持った医師が申請書を提出して認定講習を受けます。 

日時：2026 年 2 月 22 日(日曜)-23 日(祝月曜日)  

会場：東京科学大学(旧東京医科歯科大学湯島キャンパス） 

費用：受講費 30,000 円 認定料 10,000 円 

申込方法：2025 年 8 月に募集要項・申請用紙をホームページに掲載予定 

     2025 年 10 月 1 日～応募書類受付開始予定 

■詳細は、癒しの環境研究会事務局にお問い合わせください 

〒158-0082 東京都世田谷区等々力２－２１－６  

一般社団法人癒しの環境研究会 事務局 
TEL：03-6805-9921／FAX：03-6805-9921／Email：iyashinokankyo@gmail.com  

URL:http://www.jshe.gr.jp 
 

 



 

■（添付資料）笑いの効果論文 
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